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教員会議（１７０９回）・研究科委員会（５０１回）議事要録 

 

 

日 時：平成２９年１１月８日（水）１４時００分～１４時２０分 

                 １４時４５分～１６時４０分 

場 所：人間発達文化学類大会議室 

 

【確認事項】 

教員会議(第 1708 回)・研究科委員会(第 500 回)の議事要録(案)について、確認された。 

 

◆教員会議◆ 

【審議事項】 

１．学類長： 

（１）特任教員の任用について（資）（発議）≪投票≫ 

①数学科教育（特任） 

学類長から、今回の人事について報告願いたい旨の発言があり、当該分野の栗原教員か

ら、選定の経緯と結果について資料に基づき説明の後、資格調査委員会設置の提案があり、

承認された。次いで、議長から今回の「専攻・領域・分野区分表（教員資格調査用）」は、

教職実践の新区分及び氏名の入れ替わり等があるので確認し投票願いたいとの発言があっ

た。投票の結果、当該分野より栗原、関係系列及び当該関係分野から森本、当該関係分野以

外の分野から水澤、平中の各委員が選出され、当該学系に所属する者の中から中田(文)を

学類長が選出し承認された。 

②住居学（特任） 

当該分野の千葉(養)教員から、選定の経緯と結果について資料に基づき説明の後、任用

依頼があり承認された。学類長から「官公庁等定年退職者を対象とした特任教員の選考手

続きに関する申し合わせ」について説明があり、Ｂ氏は「申し合わせ」第２条第１項に該当

するので資格調査委員会を省略したいとの発言があった。次いで、Ｂ氏の「特任教員任用

申請書、研究業績書及び教育業績書」を配布の後、千葉(養)教員から研究業績及び教育業

績について資料に基づき説明があり、任用の審議依頼があった。議長から資格審査委員会

設置省略の提案があり承認され、学類長から任用の提案がありＢ氏（鈴木 晃氏）の特任

教授の任用が異議無く承認された。 

（２）教員の割愛について 

  学類長から、人事委員会の承認に基づき、平成 30 年 4月 1 日付けで日本福祉大学子ども

発達学部子ども発達学科教授としての鈴木庸裕教員に関わる割愛について提案があり、承

認された。次いで、学類長から、今後の対応について速やかに行いたいとの発言があった。 
【報告事項】 

１－１．教育研究評議会：第 291 回（10/17） 

（審議事項） 

（１）国立大学法人福島大学個人情報保護管理規則の改正について（資－掲） 

（２）全学教育改革本部会議の設置について（資－掲） 

（報告事項） 

（１）平成 26～28 年度の教員評価実施結果報告について（資－掲） 

（２）福島大学における教育研究費の不正防止対策に関する基本方針について（資－掲） 

（３）その他 

①会計検査院会計実施検査について 

１－２．教育研究評議会：第 292 回（11/7） 

（審議事項） 
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（１）福島大学における学類配分の教員人事費ポイント制度の導入について（案）（資－掲） 

（報告事項） 

（１）平成２８年度に係る業務の実績に関する評価結果（原案）について（資－掲） 

（２）平成２９年度計画中間報告の総括について（資－掲） 

（３）セントトーマス大学（アメリカ）との学術交流協定締結について（資－掲） 

（４）チッタゴン大学理学部化学科と環境放射能研究所との学術交流に関する覚書の締結に

ついて（資－掲） 

（５）弘前大学被ばく医療総合研究所と環境放射能研究所との連携協定の締結について 

（資－掲） 

（６）その他 

  ①平成２９年度研究・地域連携成果報告会について（資－掲） 

３．全学教育研究改革委員会：第 62 回（11/7） 

（１）教育改革における分野別ワーキングの中間報告（資－意見聴取） 

４．教務委： 

（１）教員免許状・日本語教員養成コース登録説明会の開催について（資） 

  牧田委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

（２）平成 30 年度教務関係スケジュールについて（資） 

  牧田委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

（３）平成 29 年度特別聴講学生（交換留学生）の後期履修科目について（資） 

  牧田委員から、標記について資料に基づき説明報告があった。その後、留学生の日本語

の語学力について質問があり、担当教員から何の問題はなかったとの発言があり、了承さ

れた。また、語学力の基準はあるのかとの質問があり、後日回答することとなった。 

５．共通教育委：平成 29 年度共通領域科目非常勤講師計画について（資） 

  水澤委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

６．広報・情報管理委： 

（１）学類ウェブサイトにおける「お知らせ」機能の活用について（資） 

  千葉(桂)委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

（２）学類ウェブサイトに掲載する「プロジェクト」ページの募集について（資） 

千葉(桂)委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

７．学類長： 

（１）平成 29年 12 月期の期末・勤勉手当加算措置対象者について 

学類長から、標記について対象者（５級１０名、４級５名）を学類人事委員会に提案し 

了承を得た旨の報告があった。 

（２）平成 29年 12 月期の勤勉手当優秀者について 

学類長から、標記について対象者（勤務成績が特に優秀な職員３名、勤務成績が優秀な

職員１７名）を学類人事委員会に提案し了承を得た旨の報告があった。 

（３）平成 30 年度外地派遣研究員派遣について 

  学類長から、標記について１名の教員から応募があり、学類人事委員会において、渡邊

晃一教員を平成 30 年 4月 1 日から平成 30 年 8月 31 日までの間、フランスに派遣すること

を決定したとの報告があった。 

（４）教員の外国出張について 

学類長から、以下について学類人事委員会で承認したとの報告があり、了承された。 

外国出張 中村洋介 29.10.25 ～ 10.27 韓国 研究経費 

     中村洋介 29.11.11 ～ 11.13 香港 科研費 

（５）受託事業の受入について 

学類長から、以下について学類総務委員会で承認したとの報告があり、了承された。 

担当教員：渡邊晃一 

相 手 先：一般財団法人 二本松菊栄会 
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事 業 名：二本松市の菊人形の芸術文化による実践事業 

事業期間：平成 29 年 6月 1 日～平成 29年 11 月 30 日 

事 業 費：400,000 円 

 

◆研究科委員会◆ 

【審議事項】 

１．入試委：平成 30 年度人間発達文化研究科入試(２次募集)合否判定の方法について 

(資－回収) 

佐藤(佐)委員から、標記について資料に基づき説明提案があり、承認された。 

【報告事項】 

１．教務委：大学院生の学類開設科目の履修登録許可について（資） 

  牧田委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

 

（アナウンス） 

①2018 年度教養演習担当者説明会の実施について（教育課程委） 

  標記にについて、近年説明会を実施しているが、今年度は資料をメールで配付して説明

会に替えたいとのアナウンスがあった。 

②教育課程再課程認定について（教育課程委） 

  標記について、文部科学省から正式の書類が届き、現在教務課で作業・確認中である。

提出締切が 4月となったため、シラバス及び業績の依頼を 11 月末、締切は 2月末を仮締め

日と考えているので対応を願いたいとのアナウンスがあった。 

③平成 29年度大学改革アイデアコンテスト募集について（資）（学生生活委） 

  標記について、資料に基づきアナウンスがあった。 

④平成 30 年度大学入試センター試験実施要員委嘱状の配布及び平成 30 年度大学入試センタ

ー試験監督者説明会及びリスニング予行演習について（入試委） 

 標記について、対象者全員が委嘱予定であり、平成 30 年度大学入試センター試験実施要

員委状を12月上旬に教員BOXへ投函すること及び大学入試センター試験監督者説明会及び

リスニング予行演習が 12 月 20 日（水）に予定されており、監督者全員が参加しなければ

ならず予備日（12月 25 日（月））もあるが、原則 12 月 20 日に出席願いたいとのアナウン

スがあった。 

⑤学類ウェブサイトにおける「卒業生の声」の募集について（広報・情報管理） 

 標記について、各クラス１名の提出依頼のアナウンスがあった。 

⑥平成 30年度教員免許状更新講習について（教員免許状更新講習推進室） 
  標記について、講習計画の締切を 12月 1 日とすること、駐車場の無料化は来年度も実施

されること、30・31 年度は受講者の増が予測されるので、定員の増員を予定しているとの

アナウンスがあった。 

 

 予定議題終了後、杉浦教員から、教務関係スケジュールに関わり、夏季一斉休業対象外の

前土日も、学生の施設利用が一斉休業と同様の扱いを受けている。通常と同様の扱いをして

いただけけるよう大学側に申し入れて欲しいとの意見があり、議長からしかるべきところに

申し入れたいとの発言があった。 

 

次回の教員会議（判定：推薦Ⅰ）は、11月 22 日（水）12:10 から開催することとした。 

 


